






















































































逼迫する経営を好転させる め、大活 大衆受けを狙い製作方針を転換させたのも無理 ない。谷崎は「自分一人の考へで、どうにもなるといふもので ありません」 （ 「小説も書き活動写真にも力を注ぐ」 ）と、小説の個人的な営みとは根本的に異なる、映画制作 現実的な問題に直面したのだ。　
ただ、 『アマチュア倶楽部』とそのほかで明暗が生じたと
いう淀川の指摘は興味深い。 『アマチュア倶楽部』は「試験的に五巻の喜劇物」 （ 「其の歓びを感謝せざる 得ない」 『活動倶楽部』一九二〇・一二）として企画された、若い男女のどたばた喜劇である。栗原がアメリカで制作のノウハウ 学び、大活に資本提供していた東洋汽船が「いろいろアメリカのことに詳しかつた」 （ 「映画のことなど」 ）ため、アメリカ映画を模した現代劇 なったようだ。　
片や『葛飾砂子』は泉鏡花の同名小説を、 『蛇性の婬』は
上田秋成『雨月物語』を原作に映画化している。谷崎は「映画の将来」 （ 『現代公論』一九二一・七）で、 「東西思想の融合理解といふことは、あらゆる方面で急務とされてゐ こだが、その点で映画は最も有用な地位を占めてゐ 」とう。小説（言語）よりも情報伝達量の多い映画（映像）の利
＝蛇性の婬批評」 （ 『活動倶楽部』一九二一・一二）によれば、松竹キネマ株式会社と大活の合併や、栗原の松竹への移籍が噂されていた。大活の専務である志茂成保はそれを否定し、栗原の病気療養を理由に撮影所を一時解散したと説明するが、「大正活映の純新派悲劇製作／理想主義者の新趣向」 （ 『活動倶楽部』一九二二・一） 「 再び撮影所を閉鎖」 （ 『活動倶楽部』一九二二・五） 「大活大暴挙か？／牧野の『忠臣蔵を有楽座で公開」 （ 『活動倶楽部』一九二二・七）と迷走が続く。一九二〇（大正九）年設立の大活は早くも経営難に陥っていたのだ。　
その最中、松竹と大活の合併を知らせる広告が打たれ










また谷崎が「恐ろしく贅沢な遊び」 （ 「出張撮影 就いての感
4便性を活かし、欧米に日本文化をアピールする好機と捉えていたのだ。しかし理想を掲げた作品よりも、アメリカ映画風の『アマチュア倶楽部』が国内の観客に受け、谷崎の心中は穏やかではなかっただろう。　
第一次世界大戦の勃発でヨーロッパ映画界が疲弊すると、
アメリカ映画が台頭し、日本の映画市場も席巻する。大正期の谷崎は日本映画よりも欧米映画を非常に好んだが、欧米映画を同様の枠組みで礼讃していたとはいい難い。谷崎は「映画雑感」 （ 『新小説』一九二一・三）で 『ゴーレム』 （一九一五）と『プラーグの大学生 （一九一三） 「真に永久的の価値」があるといって、ドイツ映画を藝術的な映画の規範に掲げる。 「 「カリガリ博士」を見る」 （ 『時事新報 一九二一・五・二五～二七）でも『カ ガ 博士 九 を高く評価し、 「純藝術的とか高級映画とか云ふ近頃流行の言葉が、何等の割引なく当て嵌まるのは恐らくあの 位」で、 「物質的な亜米利加人などの思ひも及ばぬプロツト ある」と、アメリカ映画を間接的に批判した。　
ちなみに「痴人の愛」 （ 『大阪朝日新聞』一九二四・三・二





へと細分化し、例えば谷崎は「亜米利加の映画に独逸の映画が交つたやうな感を与へる」 （ 映画化された「本牧夜話」 」『演劇新潮』一九二四・一一）と、 「本牧夜話」 （ 『改造』一九二二・七）の映画化を酷評する。 〈ドイツ／アメリカ〉の規範意識は映画愛好者の間でも根深かったようだ。　
アメリカ映画の輸入を手掛ける大活の中谷義一郎「米国映
画の価値」 （ 『活動倶楽部』一九二一・九）は、 近頃世間愛活家は殆ど異口同音に『米国映画は浅薄だ。欧州物は藝術的だ』と称し且しかく信じてゐらるゝ」と嘆く。確かに映画批評で名を馳せる森岩雄「活動写真藝術の過去・現在・未来（其の二） 」 （ 『活動倶楽部』一九二二・ ）が、アメリカ映画の「映画劇 な手法や技巧は、他国のそれよりも遙に進んでゐることは事実」だが、 「肝腎な映画劇の中枢たる原作の貧弱さは何としたものだらうか」 「米国 物質主義の国だ」と非難。 「活動写真藝術の過去・現在・未来
　
現在の映画劇








〇年代はサイレント映画なので音楽は除外し、カメラのアングルや編集などを含めた映像表現・役者の演技・脚本を踏え、総合的に評価される。谷崎も「日本 活動写真 （ 『社会及国家』一九二一・三）で「話の方面即作者と、技術の方面即俳優と舞台監督」によって「活動写真の価値が定まる」という。そして日本映画の技術面は 確かに上達」してきたが脚本は未熟で、 「人間味のある話、現代生活と密接な関係ある話に書き替へねばならぬ」と改良の余地を示す。
　
あるいは「 「カリガリ博士」を見る」でも舞台装置や撮影
テクニックなどに言及しながら、 「第一に話の筋がいゝ」と称賛した。 『カリガリ博士』は主人公の目撃した殺人事件を回想するかたちで物語が展開する 、実は主人公は精神病院の患者で、すべてが妄想だったとのオチがつく。谷崎は「幻想の世界と現実の世界との関係が大変面白く出来て」おり、「此の種類の物語ほど映画に適したもの」はないと語る。 「映画雑感」でも「いかに俗悪な、荒唐無稽な筋 ものでも、活動写真となると不思議に其処に奇妙なフアンタジーを感じさせる」といって、フランス映画『ジゴマ』を例に挙げた。　
これら谷崎の映画論に共通する脚本への関心から、映画に
適した物語の創出がひとつの主眼となろう つまり絵画よりも写実的で、写真よりも動的で、舞台のよう 制約がなく、小説と異なりイメージを可視化 きる映画は、リアリティの喚起力が強い。虚構性を意識しやすい「荒唐無稽 筋」でも「奇妙なフアンタジー」を想起させ 幻想と現実が混交するヴァーチャルな視覚体験が生じる。谷崎だけでなく多くの観客にとって、映画は虚構と現実 転倒 そ 境 線を朧にする装置なのだ。そう考えると 谷崎が『カリガリ博士』『プラーグの大学生』 『ゴーレム』に特別な価値を見出したことにも納得がゆく。『カリガリ博士』は精神病患者の妄想を具象化し、 『プラーグの大学生』は鏡像が実体を持ち人間を襲う恐怖 描き、
6『ゴーレム』はユダヤ教の伝説、土から作られた人形ゴーレムに着想を得る。いずれも怪奇的な内容で非日常性が顕著だが、物語が観客の実生活から遊離するほどに、スクリーンにそれが投影されたとき、虚構と現実の転倒の衝撃が大きくなるだろう。映画はあからさまな絵空事をも本当らしく感じさせてしまう。谷崎が「葛飾砂子」や「蛇性 婬」 映画化を望んだのも、映画を媒介とする虚構世界のリアリティを追求するためだったのではないか。だから「独逸製の優秀な映画が米国へ迎へられつゝある傾向から見て 一般 趨勢が何を求めつゝあるかを知ること 出来る」 （ 「映画の将来」 『現代公論』一九二一・七）と、ドイツ に理想を重ねたのだろう。　
他方「肉塊」には、理想を追求し過ぎたがゆえに作品を理




































































































う受けとめたのか。 「第六感」 （ 『朝日新聞』一九二六・九・四）は「最近のニユーヨークはドイツ物「ヴアリエテ」 「ワルツの夢」の二本でかき回された」と報じ、封切の前年から関心は高い。 時報」 （ 『キネマ旬報』一九二七・六・一）によれば、一九二七（昭和二）年「五月二十日東京の帝国、武蔵野両館に封切されたが大好評 ため両館とも二週間映続」したようだ。　
例えば中村武羅夫「昭和二年に見た西洋映画」 （ 新潮』一
九二七・一二）は「映画と ふも を見始めて以来の、最も深く、強く、大きな感動を与へられた」 語る。同時代評概ね好意的で、その評判に鑑みたキネマ旬報社は「 『ワリエテ』談話会」 （ 『キネマ旬報』一九二七・六・一）を開く。岩崎昶など『キネマ旬報』の同人が参加し、 「今の世界映画レベルに於てズバ抜けていゝ映画であるこ は皆んなみとめるといふことを前提として物をいつていゝだらうな」と確認してから議論が始まる。見解は「いゝ映画」で一致したが、「ズバ抜けて」の部分で賛否が分かれた。日本でも『ヴァリエテ』の高評価に留保がついたのだ。「ヤニングス・プティ
　　
此の二つを除いたら「ヴアリエ











」 （ 『読売新聞』一九二七・五・二三）は、 「寄席
の楽屋の愛欲史で、筋は極在り来りの の」だが「見てゐる内に、筋のことなど忘れてしま」い、それほど「エミイル・ヤンニングス 演技に引きつけられてしまつた」と述べる。川口松太郎「ヷリエテを貶す」 （ 『映画往来』一九二七・七）は「旧套陳腐な ありふれたつまらない恋愛悲劇である」と辛辣だ。これに反論も出たが「映画の筋は、単純、平凡であつて決して差支へのないも 」 （田村幸彦「川口松太郎君へ」 『映画往来』一九二七・八）と、脚本の凡庸さを認めるものだった。　
詰まるところ「映画としては勿論、いゝものであるが、所









ドイツ映画の藝術性を認めるならば、 『ヴァリエテ』の脚本自体は典型的なメロドラマを踏襲し、アイディアの新鮮さを感じ難い。それにも関わらず国内外の観客を魅了し、平凡な心理描写のなかにリアリティを覚えるのは ヤニングスら役者の表情や身 が生み出す表現力の賜物だろう。　
アメリカ映画界は一九二〇年代にスターシステムを確立す
る。谷崎も「饒舌録」 （ 『改造』一九二七・二～一二／『大調和』一九二七・一〇）でスターシステムの有用性に理解を示す。しかし「戯曲本位、内容本位の演劇などゝ云ふものは要するに一種の夢想」で、 「映画劇中の最も高級なる独逸 でさへヤニングスとクラウスの人気 客を呼ぶ」と手厳しい。　
奇しくもこの時期、文壇では谷崎のスランプが取沙汰され



















樗陰に才能 見出され、一九一九（大正八）年八月「幼年時代」 、一〇月「性に眼覚める頃」 、一一月「或る少女の死まで」を『中央公論』に発表した。これら初期三部作を以って小説の執筆活動を本格化させるが 『弄獅子』 （有光社
　
一九
三六）によれば、間もなく樗陰に窘 られるほどの濫作に陥る。そこへ親密な交際 持った芥川の死が重なり 犀星は悲嘆にくれた。　
そして「最後の清浄さ」 （ 『読売新聞』一九二七・七・二





























化する物語の超越が課題として意識され、 「レアリスム」を以って打開せんとしていたことがわかる。それは萩原朔太郎「室生犀星に与ふ」 （ 『新潮』一九二八・一）が語る、犀星の小説の弱点との繋がりを意識させるだろう。　　　
君は多くの小説を書いてゐる。そしてその小説には、

















。 「あにいもうと」 （ 『文藝春
秋』一九三四・七）に代表的な、 〈市井鬼もの〉へのスプリングボードとなったのだ。　
このように犀星は映画との接近で、自身の小説表現を更新


























































































































































18）田中雄次「ハリウッドの野望とドイツ国民 画の受容」 （ 『熊本大学社会文化研究』第四号
　
二〇〇六・三）
（
19）笠森勇「小説を模索する犀星（承前
　　
「復讐文学」
へ
　　
」 （ 『室生犀星研究』第一八輯
　
一九九九・五）
（
20）奥野健男編『室生犀星評価の変遷
　　
その文学と時代
　　
』
（三弥井書店
　
一九八六）
（
21）笠森勇「小説を模索する犀星
　　
昭和初頭のころ
　　
」 （ 『室
生犀星研究』第一七輯
　
一九九八・一〇）
【付記】本論は「谷崎潤一郎没後五〇年上海国際シンポジウム」（二〇一五・一一・二〇～二三於同済大学）での口頭発表に基づく。この場を借りて、諸先生方からご教示賜ったことを篤く御礼申し上げる。
（しばた・のぞみ／早稲田大学大学院）
